
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立こども病院　宮城県立こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 241

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 27 対象 透 I 未 訓 ガ 臨 地 輪 - - 241

241

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　東北唯一の小児高度専門医療施設として平成15
年11月に開院し、平成18年4月に公設民営から地
方独立行政法人に移行した。
　平成27年4月、本県の小児リハビリテーション
の中核であった医療型障害児入所施設の機能を引
き継ぎ、これにより、小児・周産期の急性期から
慢性期、リハビリテーション、在宅医療までを一
貫して担う医療・福祉施設となった。

- 26,973 非該当 ７：１ 241 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成29年度決算では経常収支比率が100%を上回
り、5期ぶりに黒字転換した。一方で医業収支比
率は類似病院平均値を大きく下回り、医業活動に
よる収益割合が低い状況にあるため、改善が必要
であると考える。
　病床利用率については、類似病院平均値を上
回っているものの、当法人の目標値80%には達し
ておらず更なる上昇のための施策が必要である。
　平成27年度以降、患者1人1日当たり収益（入
院・外来）については、医療型障害児入所施設と
の統合に伴い大幅に減少した。
　材料費対医業収益比率については、減少傾向に
あり、後発医薬品への移行や同種同行品の集約
化、値引き交渉による削減など、取り組みの成果
が出ている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

74.9当該値 97.8 99.6 95.1 94.3 100.1 当該値 72.6 70.7

79,517 55,577

76.0 76.2

平均値 96.3 96.9 96.6 96.2 97.2 平均値

25.2 33.2 29.8 当該値 79.4 77.762.7 65.5 65.7 当該値 24.7 24.0

68.5 71.2 73.0

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

121.0 112.9 81.6 84.7 86.8 平均値86.6 85.4 86.2 85.7 85.9 平均値 68.3 69.8

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率については，医療型障
害児入所施設との統合に伴い，平成28年度に新棟
を取得したことで数値が減少している。また，開
院から12年ということもあり40％余りの数値で推
移している。
　機械備品減価償却率は，平成25年度にピークを
迎え平成26年度以降，機器の更新を進めたことに
より減少傾向にある。
　1床当たり有形固定資産については、小児高度
専門医療を担う施設として施設設備及び機器等に
高額な投資が行われているため，類似病院平均値
よりもかなり高い数値で推移している。そのため
減価償却費は増大しており，収支状況が逼迫して
いる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

32,431 45,085

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,437 9,726 11,881 12,023 12,30944,825 45,494

14.4当該値 50.6 50.0 54.6 52.0 49.0

平均値 31,585

当該値 18.3 18.2当該値 12,100 13,078 11,525 11,188 13,31858,657 72,095 16.4 16.1当該値 75,823

全体総括

平均値 19.3 18.9 22.0 20.9 20.7平均値 61.2 62.1 58.3 59.7 59.0

H27 H28 H29

　収益性を示す指標は改善傾向にあり、経常収支
比率が100%を上回った。人件費が増加傾向にある
なか、経常収支比率100%以上を保つためには、医
業収支比率や病床利用率の更なる向上が求められ
る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

69,037,958 87,204,851 89,418,834

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,139,294 35,115,689 39,301,664 41,260,555

当該値 41.4 43.5 44.5 36.3 39.9

H29 H25 H26

当該値 86,895,688 88,407,244当該値 69.7 64.6 54.8 58.3 60.0

41,975,086平均値 63.3 69.6 66.5 64.2 67.3平均値 48.0 52.2 48.1 44.7 46.9
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立循環器・呼吸器病センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 50 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 90

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 6 - ド I 救 - - 140

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　県北地域における医療拠点として
（イ）循環器系及び呼吸器系疾患に対する高度・
専門医療の提供
（ロ）県内唯一の結核患者受入医療機関として，
質の高い医療の提供
（ホ）感染症患者受入のための体制整備という役
割を担っている。

- 13,266 第２種該当 ７：１ 50 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成２９年度決算においては，経常収支比率，
医業収支比率，病床利用率等の指標において，平
均値を大きく下回っており，単年度で大幅な赤字
を計上しているものである。毎年の赤字により累
積欠損金比率も年々増加している。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

45.3当該値 83.1 82.5 83.4 76.6 78.2 当該値 49.2 44.1 33.4 13.8

平均値 98.1 97.9 98.3 96.7 96.6 平均値

101.9 153.6 210.8 当該値 29.1 25.643.4 39.4 26.5 当該値 48.1 74.8

69.2 69.1 67.9

11.3 11.8

69.8 69.7

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

103.1 87.1 118.9 119.5 116.9 平均値89.6 88.0 85.3 84.2 83.9 平均値

当該値 46,360

2. 老朽化の状況について

　平成２９年度決算においては，有形固定資産減
価償却率，器械備品減価償却率ともに平均値を上
回っている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

45,099 32,532 33,492 34,136

当該値 17.4 13.8当該値 18,374 18,498 15,089 14,565 14,99038,853 39,807 42,313 34,297

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,009 11,173 10,037 9,976 10,130

5.1当該値 61.0 62.5 62.2 69.0 69.7

平均値 43,981

全体総括

平均値 22.0 21.3 19.0 18.7 18.3平均値 56.5 57.6 62.5 63.4 63.4

H27 H28 H29

　経常収支比率・医業収支比率・病床利用率は平
均値を大幅に下回っている。
　なお，地域の医療提供体制の見直しにより，平
成３０年度末で廃止し，他の病院へ機能を移管す
る予定。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

22,140,957 22,610,443 22,875,529

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,106,897 37,367,806 35,730,958 37,752,628

当該値 33.3 41.9 48.8 54.4 59.6

H29 H25 H26

当該値 15,493,325 15,313,175当該値 55.1 66.9 72.3 78.0 81.8

39,094,598平均値 61.6 66.9 69.2 69.7 71.3平均値 48.2 49.7 52.4 52.5 53.5
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

27,577,179平均値 52.4 59.8 61.8 66.3 70.0平均値 39.0 43.7 44.3 46.7 48.4

当該値 27.6 36.5 43.5 49.3 55.1

H29 H25 H26

当該値 6,740,155 6,751,705当該値 46.6 60.9 61.7 70.3 77.6

H27 H28 H29

　経常収支比率は100％を下回っており，経常収
益の確保を進めていく必要がある。
　今後，老朽化が進んでいる施設整備の修繕・更
新を行っていく場合には，新たな償却負担等の経
費が発生するため，経常収支比率が100％を下回
らないよう，費用の抑制，収益の確保を進めてい
く必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

7,095,159 7,101,647 7,184,953

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 23,558,262 24,879,291 26,363,375 26,996,532

全体総括

平均値 9.9 9.0 8.4 8.1 8.1平均値 84.5 84.4 84.6 85.6 86.5

5.3当該値 62.7 64.5 66.4 68.2 75.3

平均値 18,742

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,812 8,588 8,536 8,502 8,54220,681 21,037

当該値 5.4 4.8当該値 7,410 7,517 7,687 7,876 8,06822,267 22,468

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率，器械備品減価償却率
ともに，平均値を上回っている。
　本館の建設から３９年が経過し，今後病院の建
替も含めた計画的な投資が必要である。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

19,795 20,395

4.7 4.8

73.4 72.3

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

153.3 145.3 184.4 163.2 179.0 平均値69.6 69.1 69.8 69.4 68.9 平均値

当該値 18,329 20,499 21,040

76.0 71.0

平均値 100.0 101.3 101.1 101.2 100.9 平均値

0.0 0.0 0.0 当該値 80.1 78.370.3 71.2 66.8 当該値 0.0 0.0

74.2 73.6 74.8

当該値 105.4 103.3 104.1 105.5 96.1 当該値 68.9 70.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成２９年度決算において経常収支比率は
96.1％であり，病院の単年度の収支は赤字となっ
ている。医業収支比率は66.8%となっており，平
均値を下回っている。
　病床利用率についても，71.0%と平均値を下
回っている。平成２９年度に独法化後初めて赤字
を計上しているが，独法化後から平成２８年度ま
で黒字が続いたため，累積欠損金は発生していな
い。
　上記の要因としては，国の施策の一環である
「長期入院患者の地域移行」を進めており，入院
患者が減少傾向にあること，また，年度で変動す
る「運営費負担金」が平成２９年度は例年を下
回っている影響があったためである。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

76.0

258

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 県内唯一の精神科基幹病院として，
（イ）精神科救急医療の提供
（ロ）自立生活支援事業の実施
（ハ）児童思春期医療の提供
（ニ）慢性重症者に向けた医療体制の整備
等に取組み，県民に必要な医療・情報を提供する
という役割を担っている。

- 15,576 非該当 １５：１ 258 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 3 - - - 258 - 258

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立精神医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

④病床利用率(％)
【74.8】
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80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

③累積欠損金比率(％)
【64.7】

64.0

65.0

66.0

67.0

68.0

69.0

70.0

71.0

72.0

②医業収支比率(％)
【89.7】

90.0

92.0

94.0

96.0
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100.0
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104.0

106.0

108.0

①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立がんセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 383

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 24 対象 ガ が - - 383

380

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 都道府県がん診療連携拠点病院として，
（イ）がん患者の状態に応じた適切な治療の提供
（ロ）がん予防に関する県民への啓発
（ハ）東北大学病院との機能分担による「全県的
がん診療体制」の構築
（ニ）がん患者の療養生活の質の向上
（ホ）研究の促進と研究成果の応用
等に取組み，県民に必要な医療・情報を提供する
という役割を担っている。

- 33,268 非該当 ７：１ 380 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成２９年度決算において経常収支比率は
100.6%と100%以上を確保できており，病院の単年
度の収支は黒字となっているものの，医業収支比
率は80.9%となっており，平均値を下回ってい
る。
　病床利用率は73.0%と平均値を下回っており，
新規入院患者を確保し，前述の医業収支比率を改
善させていく必要がある。
　入院・外来単価については平均値を上回ってい
るが，これは化学療法の増加による高額薬品の使
用増が影響しており，材料費対医業収益比率につ
いても平均値を大きく上回っているものである
　今後も，収益・費用の変動には注視を行いなが
ら，経常収支比率100％以上を確保できるよう取
組を行う必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

72.5当該値 106.3 103.9 99.6 100.7 100.6 当該値 84.1 82.2 72.5 73.0

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

0.0 0.0 0.0 当該値 75.5 75.680.0 81.5 80.9 当該値 0.0 0.0

70.5 70.6 71.3

27.6 30.2

72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値

当該値 50,564

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は平均値は下回ってい
るものの，建設後24年が経過し，老朽化が進んで
いる施設整備について計画的に更新・修繕を進め
る必要がある。
　機械備品減価償却率は平均を上回っているが，
耐用年数を過ぎた医療機器も数多く保有してお
り，費用を抑制しながらの計画的な更新が必要と
なる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

48,921 50,413 50,510 50,958

当該値 23.9 23.8当該値 26,567 29,003 36,199 41,391 40,73351,331 51,701 52,645 52,933

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,792

29.8当該値 43.8 44.9 44.4 42.9 42.5

平均値 48,203

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

H27 H28 H29

　経常収支比率は100％以上を確保できており，
単年度の収支は黒字を確保できている一方で，病
床利用率・医業収支比率は平均値を下回ってい
る。
　今後，老朽化が進んでいる施設整備の修繕・更
新を行っていく場合には，新たな償却負担等の経
費が発生するため，経常収支比率が100％を下回
らないよう，費用の抑制，収益の確保を進めてい
く必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

28,598,120 30,925,128 32,363,078

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

当該値 20.7 28.0 35.7 39.2 44.7

H29 H25 H26

当該値 26,738,681 28,133,867当該値 38.2 48.0 60.2 61.8 69.8

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9
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